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Online Computer Library Center（以下，OCLC）は2011年に「図書館の見方2010」（以下，




















ガイドラインを用いている機関は6.7と 1 割に満たないものの，約 7 割が優先付けを行ってお
り，利用者に対しては主に『ウェブサイトの名称』（92.4）や『ウェブサイトの URL』（64.5）
を伝え，また約 8 割が情報の特性について説明しているという結果となった。」としている16)。

























 その受け付け方法が Web フォームやメール等であると明記されている。












種 類 館数 割合
紙媒体のレファレンス資料・図書 6 3.8
インターネット情報源 1 0.6



































































































18) 株図書館流通センターが運営する Web システム。TRC の図書・映像資料の全ての MARC が検索でき，発
注・TRC MARC の受け取りなどが可能。
19) 株絵本ナビが運営し，絵本の検索や試し読み，作品の評価や感想が共有できる情報サイト。






選定基準 1 2 3 4 5
コンテンツ作成者・作成機関の明記 0( 0) 0( 0) 2( 1.6) 10( 7.8) 116(90.6)
出典・参考文献の明記 0( 0) 0( 0) 2( 1.6) 18(14.1) 108(84.4)
更新履歴の明記 1(0.8) 0( 0) 23(18.0) 69(53.9) 35(27.3)




料」のみ使用する図書館が 6 館，「インターネット情報源」のみ使用する図書館が 1 館，「紙媒体
のレファレンス資料とインターネット情報源の両方」を使用する図書館が151館ということが明ら





















































































a. コンテンツ作成者/作成機関の明記 1 2 3 4 5
b. 出典・参考文献の明記 1 2 3 4 5
c. 更新履歴の明記 1 2 3 4 5
d. 更新頻度 1 2 3 4 5






 上記で b または c を選んだ方
インターネット情報源のうち使用しているもの（複数回答可）
◯ OPAC
◯ レファレンス事例
◯ 辞書・事典データベース
◯ 統計データベース
◯ 雑誌記事データベース
◯ 検索エンジンでヒットした◯～◯以外のウェブサイト
（例官公庁，各研究機関，各企業のウェブサイト等）
◯ その他（自由記述）
 上記で◯を選択された方
特に使用頻度の高いウェブサイト名（自由記述）
 上記で◯を選択された方
回答プロセスにおいて使用するインターネット情報源を選択する際，次の a～d の基準はどれ
くらい重要か。
「1全く重要でない」「2あまり重要でない」「3どちらともいえない」
「4重要」「5とても重要」
――
【付録】VR において使用頻度の高いデータベースおよびウェブサイト（単一回答）
3.2で得た結果のうち，単一回答であった使用頻度の高いデータベースおよびウェブサイト
は，以下の通りである。なお，括弧内はデータベースもしくはウェブサイトを運営する組織を
記した。
. 各企業・機関の公式ホームページ
国際連合 HP
アメリカ議会図書館 HP
韓国国立中央図書館 HP
熊本日日新聞社 HP
ヒロシマ平和メディアセンター HP
全音楽譜出版社 HP
弁護士ドットコム HP
. 各企業・組織の提供するデータベース
JGlobal 科学技術総合リンクセンター（科学技術振興機構）
JSTAGE 科学技術情報発信・流通総合システム（科学技術振興機構）
国際日本文化研究センターデータベース（大学共同利用機関法人 人間文化研究機構）
渋沢社史データベース（公益財団法人 渋沢栄一記念財団）
新聞記事文庫（神戸大学附属図書館）
早稲田大学図書館古典籍総合データベース（早稲田大学図書館）
永青文庫目録データベース（熊本大学）
町在解析目録データベース（熊本大学附属図書館）
富山県立図書館郷土資料情報統合データベース（富山県立図書館）
石川県関係人物文献検索（石川県立図書館）
池田家文庫マイクロフィルム目録データベースシステム（岡山大学附属図書館）
岡山シティミュージアム デジタルアーカイブ（岡山シティミュージアム）
鳥取県郷土人物文献データベース（鳥取県立図書館）
信州デジくら（長野県）
ジャパンナレッジ（株式会社ネットアドバンス）
ADEACデジタルアーカイブシステム（TRC）
SMART 判例秘書（株式会社エル・アイ・シー）
JRS 経営情報サービス（株式会社ジー・サーチ）
――
日経テレコン（日経経済新聞社）
. 機関リポジトリ
JAIRO（国立情報学研究所）
. その他
Honya Club（日本出版販売株式会社）
メルクマニュアル医学百科（MSD 株式会社）
